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エコツーリズム創造のための
異分野からのアプローチ

北海道大学大学院

国際広報メディア・観光学院

観光創造専攻 修士課程2年

富岡 耕太

ＪＲ五能線と白神山地の事例からＪＲ五能線と白神山地の事例から





ＪＲ五能線
五所川原と能代を結ぶ
地方ローカル線

1990年に廃止危機

18年の歳月を経て
観光路線へと転換

白神山地

1993年に世界遺産登録

青森県と秋田県にまたがる
広大な山岳地帯

白神
山地



ＪＲ五能線の観光振興

鉄道

会社

地域観光客



１９９１年 現在



１９９０～１９９７年１９９０～１９９７年
地域の参画地域の参画



１９９０年 観光列車の導入

観光客 地域

新車導入・プロモーション

鉄道

会社

地域経済の活性化

赤字ローカル線の維持





１９９０～１９９４年

観光客 地域

鉄道

会社
五能線沿線連絡協議会
の設立（１９９０年）も…

わずか数年で形骸化

地域と合同で
パンフレット作成

苦情・要望





１９９５年 五能線フォトコンテストの開催

鉄道

会社

地域観光客

五能線沿線連絡協議会
による発展的な議論





１９９７年 秋田新幹線開業を迎える

鉄道

会社

地域観光客



１９９７年～現在１９９７年～現在
広域観光への発展広域観光への発展



１９９７年

自然体験メニュー

その他メニュー



１９９９年

自然体験メニュー

その他メニュー



現在

自然体験メニュー

その他メニュー

東能代以南でも
秋田 ２、八郎潟 ２、森岳 １



エコツーリズム創造へのエコツーリズム創造への
問題提起問題提起



新しい観光 ～エコツーリズム台頭の背景～

観光客

本物志向（文化への探求心）
健康志向（ｱｳﾄﾄﾞｱ・ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ）
体験志向（「見る」から「す

る」）
余暇時間の増大（団塊世代）

地域

交流人口の拡大
伝統文化の保護
自然環境の保護
地元名産品育成

新しい観光

旅行会社主導の「他律的観光」から
地域主導による「自律的観光」への転換



新しい観光モデル

観光客 地域

旅行

会社

地域情報の増加
非効率なプロモーション



従来の観光モデル

観光客 地域

旅行

会社

旅行会社が地域の
観光資源を結んでいた



エコツーリズム的観光の概念（2007,小林英俊先生）

エコツーリズム ＝ エコロジー ＋ ツーリズム

（生態系）



エコツーリズム的観光の概念（2007,小林英俊先生）

気候・風土

自然景観

文化遺産
寺社・文化財

動物・鳥 住民の生活

植物・花

従来型の観光の概念

気候・風土

自然景観

文化遺産
寺社・文化財

動物・鳥 住民の生活

植物・花

関係性

エコツーリズム的観光の概念



１９９７年の五能線

自然体験メニュー

その他メニュー
気候・風土

自然景観

文化遺産
寺社・文化財

動物・鳥 住民の生活

植物・花

従来型の観光の概念



現在の五能線

自然体験メニュー

その他メニュー

東能代以南でも
秋田 ２、八郎潟 ２、森岳 １

気候・風土

自然景観

文化遺産
寺社・文化財

動物・鳥 住民の生活

植物・花

関係性

エコツーリズム的観光の概念


